
区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について
の実施計画

認　　 可　　 時

（平成20年1月25日）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（平成20年4月20日）

６　留意事項に対する履行状況等

「健康支援学」の概念として
提示されたものは「保健学」
の概念であるので、学位に付
記する専攻分野の名称は「保
健学」に改めること。

１．設置の趣旨・目的等が活
かされるよう、設置計画を確
実に履行すること。また、学
術の理論及び応用を教授研究
するという大学院の目的に照
らし、開設時から充実した教
育研究活動を行うことはもと
より、その水準を一層向上さ
せるよう努めること。

平成20年4月の主な活動をあげ
ると次のとおりでる。
(1)履修ガイダンスおよび履修
指導の実施
4月16日(水)の履修ガイダンス
で、各授業科目の説明を行っ
た。履修指導は全専任教員が
参加し、院生が組んだ履修計
画・時間割について、個々に
アドバイスをする等のきめ細
やかな対応をした。　　　⑳

(1)授業見学の実施
開講後、研究科長と大学院教
務委員が全授業科目を視察
し、一定の評価を行い、その
結果は各教員に伝達し、教育
方法の改善に役立てていただ
く予定である。
(2)授業評価の実施
前期・後期ともに、授業開始
初期と終了期にアンケートを
実施し、授業だけでなく、教
務・施設・設備などについて
も院生の率直な意見を聞くも
のである。この結果を取りま
とめたうえで、院生との意見
交換会を開催する予定であ
る。
(3)教員相互の授業参観・評価
後期に実施予定である。研究
科長、大学院教務委員、専任
教員２名が特定の授業科目を
交代で視察し、一定の評価を
行い、その結果は各教員に伝
達し、教育方法の改善に役立
ていただく予定である。⑳

上記の履修ガイダンスにおい
て、研究科長から本研究科が
目指す「健康支援学」の概念
について、「保健学」の概念
との関係に触れながら説明
し、学位に付記する専攻分野
の名称は「保健学」であるこ
とを説明した。　　　　　⑳
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